
左岸 （12.8km付近）

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　６月２８日　１０時　３０分頃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化会館アエルの駐車場から河川敷に下りる

菊 川 水 系 菊 川

梅雨も中休みの時期ですが菊川は水量も多く濁っています。今回は生き物を観察します。

　川岸は草が茂っていて、水鳥の観察には好都合です。今日はアオサギが優雅に飛んでいます。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことができ、生き物の観察ポイントです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小魚を求めてサギやカワウも観察できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペットボトルなどのゴミを処分しました。

　この時期は鯉が産卵する時期となります。どこからともなく集まって群れるコイが見れます。

　小魚もたくさんいます。多様な生き物がいる豊かな生態系を子供たちに見てもらいたいです。

ゴミ処分のご協力ありがとうございました。



左岸 （7.5km付近）

　思います。

　今日はシオカラトンボ、トノサマバッタ、コガネムシの仲間などが観察できました。季節

　毎に異なる昆虫が楽しめる場所です。試合のないときには良いあそび場になります。

　河原にはいろいろな水鳥が観察できます。チュウサギ、アオサギ、カルガモが羽を休めて

　います。水鳥も季節ごとに違った種類が観察できるので観察小屋を整備しても面白いと

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 　　菊川が流れています。

　岩滑の青木前芝生広場は市のゲートボール場として整備されています。芝生広場の横を

　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　芝生ではたくさんの昆虫がみられます。

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　６月２７日　１２時　３０分頃

菊 川 水 系 菊 川



左岸 （0.5km付近）菊 川 水 系 菊 川

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　６月２6日　１3時　３０分頃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花も素晴らしいですが、私はこの時期しか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見れない薄紅色の実がおすすめです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河口と遠州灘の雄大なパノラマは絶景です。　　　　　　

　でも今日の目当ては、ハマボウフウです。海岸の砂地に花を咲かせる絶滅危惧種です。白い

　梅雨の季節、午後から雨になるとの情報ですが菊川の河口にやってきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自転車専用道の潮騒橋が有名ですが、菊川

　開いていて餌となるカニがたくさんいます。菊川の素晴らしい自然環境です。

　河口部は野鳥の楽園です。カワウ、サギ類はいつでも観察できます。砂浜には多数の穴が

　ありますが、生物多様性が保全される環境になるように見守っていきたいと思います。



左岸 （0.3km付近）

　ありますが、生物多様性が保全される環境になるように見守っていきたいと思います。

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　６月２6日　１４時　４０分頃

菊 川 水 系 牛 淵 川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボラなどの汽水域の魚もよく見られますが、

　牛渕川は20年ほど前には全国の一級河川の中で汚染度がナンバー５に入った不名誉な記録が

　牛渕川の下流部は治水の観点から護岸が　　　　　　　　　　

　整備されています。流れも穏やかで生き物の姿が観察できないのは寂しい限りです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今日は水量も多く水が濁って見れません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天気が良ければたくさんのカメ（ミシシッピ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アカミミガメ）が日光浴をしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今日はカメも少ないようです。

　牛渕川の菊川合流点付近を観察しました。合流地点から300mほどの場所で汽水域の生き物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が観察できます。



左岸 （0.3km付近）

牛渕川6.5km地点に下平川堰があり、堰から流れ出た滝の部分に大型の鯉がたくさん集まって

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　６月２6日　１４時　４０分頃

菊 川 水 系 牛 淵 川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でしょうが、滝を上ることができずに堰の下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で準備をしていると思われます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この場所に60cmほどの大きさの鯉が10匹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上いるのは壮観です。堰を超えられないと　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　判ると下流域で産卵を始めることでしょう。

　無数にいた場所です。現在はアオサギなどの留鳥が羽を休めています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　います。産卵のために上流を目指してきたの

　が、身近な川に多様な生き物たちがいる環境があることを考えていくことが大切です。

　下平川堰のある場所は市街地化が進んでいて、過去には汚染が問題になった時期もありました

　堰の上流部は流れが穏やかで、野鳥たちの楽園となっています。冬の時期は冬鳥のカモ類が



左岸 （0.3km付近）

　その他にもスッポンをはじめカメ類もたくさん棲息していて豊かな生態系が認められます。

　地域の方々の取り組みも含め、生物多様性が維持される環境が残ってほしいと思います。

　堰の下流部には鯉、ナマズ、ハヤなどの魚類が

　川岸からもよく見えます。

　堰の上流、下流とも美しい自然環境が残っています。梅雨の季節でも流れは澄んでいます。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥類では美しいカワセミが見られ、アオサギ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チュウサギ、カルガモが観察できます。

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　７年　６月２３日　１２時　３０分頃

菊 川 水 系 牛 淵 川

　牛淵川の上流12.km付近に八幡井堰があります。

河川ならではの多種多様な生物を楽し

めるのも河川の魅力の一つです


